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生活のみつめ直し　今と将来の健康　本音からの目標設定

主　張

健康教育「すこやか」では′「切実感をもって健康課題をとらえ′　自分の目標に向かって

実践していく子ども」を求めている。

そのために′「生活のみつめ直し」と「本吉からの目標設定」を大切にする。「生活の見つ

め直し」とは′　事前の調査により自分の生活実態をしっかりと把握し′　自分の健康課題を明

らかにし′　号と将来の自分とをつないで考える活動である。また丁本昌からの目標設定」と

は′　試しの実践や家族の生活実態に照らして′　本音で考え′　理想と生活実態の中で実現でき

そうな実践の仕方を見つけていくことである。このことを通して′　健康な生活に対する見方

を更新し′　現実味のある目標をもとにした実践方法を再構成し実践し続けようと意欲を高め

ていく子どもの具現を目指したい。
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Ⅰ 切実感をもって健康課題をとらえ
自分の目標に向かって実践していく健康教育 ｢すこやか｣

)

1.健康教育 ｢すこやか｣で求める子ども

求める子ども

切実感をもって健康課題をとらえ,自分の目標に向かって実践しようとする子ども

健康教育 ｢すこやか｣ で求める ｢切実感をもって健康課題をとらえ,自分の目標に向かって実

践していく子ども｣は,健康課題を一般的なものでなく自分自身の問題としてとらえ,理想と生

活実態とのバランスをとりながら,現実味のある目標を設定し,実嘩していく子どもである｡

これまでの健康教育では,子どもたちが健康課題を一般的なものとして受け止めがちになり,

そのため自分自身の切実な問題としてのとらえが弱く,継続した実践につながらないこともあっ

た｡同一テーマで学習していても,子どもたち一人一人が抱える課題はみな異なる｡ 子どもたち

それぞれが自分の生活の実態に沿った課題としてとらえ,現実的に解決に向かうことのできる実

践への方途を兄い出す必要があった｡

そこで,本研究では,より継続的な実践につなげるために,｢今の自分の生活を深 くとらえる

こと｣に着目した｡自分の生活の現状を自覚させ,理想と自分の本音を関連づけて健康課題を受

け止めることにより,自分の生活の中で我慢することを強いられたり,安易に妥協したりするの

ではなく,がんばれそうな自分を措くことができるのである｡ その声めに｢生活の見つめ直し｣と,

｢本音からの目標設定｣を行う｡ ｢生活の見つめ直し｣ とは,事前の調査により自分の生活実態を

把握し,自分の健康課題を明らかにし,今と将来の自分とをつないで考える活動である｡ また ｢本

音からの目標設定｣とは,試しの実践や家族の生活実態に照らして,自分で実現できそうな実践

の仕方を見つけていくことである｡ このことを通して,健康な生活の仕方に対する見方を更新し,

現実味のある目標をもとにした実践方法を再構成し実践し続けようと意欲を高めていく子どもの

姿を期待したい｡

2. カリキュラム改善の視点
(1)健康に生きるための実践力をはぐくむカリキュラム

健康教育では,｢生活習慣｣に関わる内容を重点単元とした｡基本的生活習慣の形成を早 く

から確立させるため,｢健康課題の設定,実践,振 り返り｣という問題解決の学習のための思

考力から,｢健康に生きる実践力｣ を高めていきたいと考える｡

(2) カリキュラムの段階性

資質 ･能力のうち,｢自分の生活に沿った実践方法を見出す力｣について次のように措き,

目指す子どもを育てていく｡

段 階 自分の生活に沿った実践方法を見出す力

中孝年 自分の生活実態をみつめ,自分に合った実践方法を見出す○
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3.授業改善の方策

<求める健康教育 ｢すこやか｣の学びを具現するための学習過程>

･納得のいくわかりを生む過程

･自分の健康や安全を守るために自分でできることをはっきり

させよう○

濾,/済崇表賀≡頭賢謂嘉…況禦撃揃
J/Gjs…喜,召…≡….喜莞安静済欝

健康課題の表芸三野Y<知識 .技能の活用> 親しの実践

振り返り oo@夢㌢-

≡鞄 知識.技能活用のよさの実感

_自分の実践の成果と課題 (自分の心身や生革の変化)

学校や家庭の中での自分の健康な生活を考える○

｢なかなかうまく実践できない○長く続けるのが難しい○｣
｢わたtががんばる姿に家族も協力してくれた○｣

丁わたしのたてため串てについて家族で話題になった○｣

◎健康な生活のために自分で実践できることは何か○

健康な生時の仕方に対する見方の更新 <更 新>

現実味のある目標をもとにした実践方法を再構成する <再構成>

納得のいくわかりができたよさを自覚する過程

◎自分や家族の変化や成果を出し合いこれら■からの生活に生かそう.o

<教師の働きかけ>

○自分の日常生活の様子を

もとに健康な生活につい

て話し合う活動の組織

○暖味な知識について調べ

る場の設定

○自分の今の生活と将来の

健康のつながりについて

話し合う活動の組織

○試しの実践のめあてを立

てて,めあてについて話

し合う活動の組織

○試しの実践をする場の設
ノ･･上†
疋

○学校や家庭の生活の変化

とを結びつけながら試し

の実践を振 り返り,成果

と課題について話し合う

活動の組織

○実践の結果,自分や家族

の変化や成果について話

し合う活動の組織

4. 評価法

○実践カードによる評価

･実践カード中の自己評価や,気持ちの記述から意欲の継続や価値の自覚を評価していく｡

･試しの実践とその後の実践のめあての質的変化を評価していく｡

･家庭でのカード記録により,子どもの取り組みの実際を評価する｡
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Ⅱ 実践

第5 学年
＼

かくれたさとうに気をつけて健康な生活を続けようt

1.切実感をもって,健康な生活の見方を更新 していく学び

｢すこやか｣では ｢切実感をもって健康課題をとらえ,自分の目標に向かって実践していく子

ども｣を求めている｡ それは,さとうの摂り方を自分自身の問題としてとらえ,現実味のある目

標を設定し実践していく子どもである｡

これまでの生活習慣病予防の取組では,自分の生活の実態をしっかり把握できないため,自分

の健康課題としてのとらえが轟く,継続実践につながらないこともあった｡

そこで,本単元では,自分の摂っているさとうの量を把握するために,1日のおやつやジュー

スの中のさとうの量を,資料や調べ学習により数値化してとらえさせる｡ そして,今の生活を将

来の健康とつなげて考えられるように資料を提示することで,さとうの摂り方を自分の切実感の

ある健康課題ととらえ,試しの実践を行う｡試しの実践の振 り返りで,家族の生活実態とを照ら

し合わせながらなかなかうまくできない自分の本音での話し合いを行う｡

その過程で,｢さとうを減らす生活が大切｣から ｢砂糖を一定の期間で調整して摂っていくこ

とが大切｣と砂糖の摂り方に対する見方を更新し,自分の生活実態に合った現実味のある目標を

設定し実践方法を再構成していく｡ この学びを通して,切実感をもって,これからも健康な生活

をし続けていこうと意欲を高めていく姿を期待したい｡

2. 単元の構想

(1)単元の目標

健康な体をつくっていくためには食生活の中の砂糖の摂取を調整していくことが大切である

ことに気づき,自分の食生活の中に隠された砂糖に気をつけて生活し続けていこうとすること

ができる｡

(2)追求の構想 (全5時間)

T次 食べ物め中の ｢さと.う｣ について考えよう○(2時間)

自分の生活の中のさとうの摂 り方を話し合おう○

◎1 日のおやつやジユ二スの中のさとうの量をはっきりさせよう○

ジュースは冷たいと甘く感じないんだなあ○ さとうの摂り担ぎは体に悪いんだなあb

㍗_2次 今の生活を ｢さとう十から見つめ直そうo(2廃 間)

一週間の表を作ってさ.とうを摂るようにしようo ジュースを飲まないようにしよう○

試しの実践

◎どうしたらぎとうを減らす生活をずつと続けていけるか○<資料の提示>

･くさとうの摂り方の見方の更新> <実践方法の再構成>

3次 実践 してみて結果を振り返ろう (1.時間)
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3.授業の実際

(1) 自分はどのくらいの量のさとうを摂っているんだろう

涼子さんは,知 り得た情報を ｢大切なこ

と｣と思うと,自分の生活に照 らし合わせ

て素直に実践に取 り入れようとする子 ども

である｡ 本単元では,健康に関する情報を

切実感のある自分の問題としてとらえ,よ

り自分に合った目標を設定 し実践意欲を高

めて欲 しいと願った｡

クラスの生活アンケー トを実施すると,

おやつを毎日の生活の中で食べている子ど

もが多 く,理由を聞くと ｢甘 くておいしい

から｡｣と答える子どもたち｡誠一さんが｢甘

いさとうの力だ｡｣ と発言すると,多 くの子

どもたちが,その通 りという表情で領いた｡

涼子さんも自分の生活を振 り返る中で,｢自

分はどのくらいのさとうを摂っているのか

な｡｣と,疑問をもってきた｡そこで,追求

問題を ｢◎ 1日のおやつやジュースの中の

さとうの量をはっきりさせよう｡｣ と設定 し,

すこやか学習カー-ド 誇.

おやつの種類 - 食べた量 さとうLの董 I?瑚22夢葉萱蓑x<: 変弓買.++芦賢さし

(例)オレンジジュ ー女 べ.>トボ トJL ,1本 .(500m 1) ?

ゼ リー(I,tttt L.捕 _229×2 相) 離醸二田封猷
釈 (､ 卜揮 ) JI3u ■.-IT.IJ*麗廠'

*_持ってこられる人はパッケージ一(入れ物など).も持_つてきましょうb
足り叫､人は､うら-寺いてください.

さとうについて調べよう-

(さとうのはたらき､とりすぎたときに体にあたえるえいきようなど)

せ可R佃 )～..L-

ヽ li;4ibS i?37;I,niOiTZ*i Si7iT=:kTiZfh堰 と淵 ユhう..■▲▲′,L..itl -;I●..

考えたことな◆ど)

亨療 一打侮 敵fこ桝 体を願雷ソや宜ぐL孔jうttLpk.紺.
′沖JaLTT血豆.)V Z摘解種,■た頑健く乱餌場打こ.
1､.l ＼一粒畑ヒ思いl比

<涼子さんの調べ学習カード>

学習カー ドを用いて調査をすることにした｡涼子

さんは,調べ学習の中で,お菓子の容器にさとうの量の表示がないことが多いことに,苦労 し

ながらも,資料や友だちとの交流から,自分の摂っているさとうの量をしっかりと把握 していっ

た｡自分の調べ学習のプリントに ｢さとうをたくさん食べているから少なめにしたい｡｣ と記述

し,さとうを摂 り過ぎている自分に気がつくことができた｡冷たいジュースと温かいジュースの

飲み比べの実験や調べ学習を通 して,むし歯,糖尿病,肥満,高血圧,生活習慣病などさとう

の摂 り過ぎが体に悪いことに気がついてきた子どもたち｡｢自分の摂っているさとうの量から今

の生活を変えないといけない｡｣｢でも,できるかな｡｣自分の健康課題としてとらえ始めている｡

さとうについて調べことを発表し話 し合う活動を組織 した｡すると次のような発言があった｡

仲間の発言を聞きながら何度 も領 く涼子さん｡｢病

気に有る と困るけど,みんなの今の生活からさとうは

減 らさなくてもいいのかな｡｣ という教師の問いかけ

に,｢よくないと思います｡｣と首をかしげる涼子さん｡ <友だちの話を開いて発言する涼子さん>
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しかし,和也さんの ｢病気の意味はよくわからない｣という

発言に領く子どもたち｡さとうの摂り過ぎと生活習慣病との関

係が,どんなふうに体に悪いのかよくわからない状態だ,とと

らえ,｢今と将来の生活とつなげて考えられるように,具体的

な生活習慣病の資料を提示した｡食い入るように身を乗 り出し

て資料を見る子どもたち｡涼子さんも,資料をとても驚いた表

情で見つめていた｡

そして,次のようにプリントに記述し,発言した｡

のさとうの摂っている量とさとうの摂り過ぎが生活習慣病につながることを知り,さとうを減

らす生活への意欲を高めていったのである｡

(2) なかなかさと′ぅを減らすのは難 しいな｡どうしたら,ずっと続けられるのかな

｢自分の生活を改善したい｣と考え始めた涼子さん｡さとうの摂り方を自分の問題として考

え出したところで,試しの実践カードを配布した｡涼子さんは直ぐに下のようにめあてを立て,

さっと手を挙げ ｢1 週間で摂る量を表を作ってやってみたい｡｣発言した｡さとうを減らす実

践に向け意欲的な姿である｡ 5 日間の試しの実践を終え,

自分の取組を振り返る時間,涼子さんの試しの実践カー

ドには右のように ｢うまくできた｣と記述してあった｡

そして,おきとうノート (プリントを綴じてある)を嬉

しそうに見せてくれた｡涼子さんのように,試しの実践

の結果,さとうをうまく減らせたという子どもも7,8

人いるものの,うまくいかなかったと振り返る子どもが

多かった｡そこで,この生活を長く続けることはできる

のか,もう一度本音で考え実践可能な目標をもって取 り

組んでほしいと考え,各自の試しの実践の様子について

話し合う活動を組織した｡
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本音で話し,うまくできなかった自分を見つめ直して考えている涼子さんの姿である｡ 子ど

たちが,自分の実践を振り返り,問題点を明らかにしてきたところで,｢この生活はいつまで

続けるのか,どこまでがんばるのか｡｣と投げかけると,大勢の子どもたちが領きながら ｢ずっ

と｡｣と答えた｡

すると,美穂さんが次のように発言した｡

I-! =f_{ 二三 三 三 _

』■i菖｣_ '･.E∴ 上 るか ｣ とし.その方法を考えた 涼子さんは.｢

お菓子がわかれば続けられそうだ｡｣と発言した｡そこで,含まれるさとうの量がわかるお菓子

やジュースの資料を提示した｡涼子さんは,先ずお菓子のヨーグルト1個12g を指さし,次に野

菜ジュース26g を指さしながら,近くの友だちに ｢野菜ジュース,さとうが多いね｡｣と話しかけ,

プリントに ｢少ないと思っていた野菜ジュースのさとうが26g で,1 日で摂ってよいさとうの量

食べるといい｡｣とノートに記述した｡これはさとうの摂り方に対する見方を｢さとうを減らす｣

から ｢1 週間の中で調整して摂るとよい｡｣へと更新した姿である｡そして,｢1 週間で摂るさ

とうを140g 以下におさえる｡｣という新たなめあてを決め,さとうの少ないお菓子を選んで食

べたり,調整してさとうを摂っていこうと目標を再構成した涼子さんである｡
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(3) 新 しい目標は続けていけそうだ

今まで涼子さんはさとうを減らすことばかりに気をつかい,うまくいかないと振 り返ってい

た｡しかし,新 しい目標をもとに実践 していくと｢楽に実践ができ食欲も増 した｡｣と自信をもっ

て発言 した｡｢今度はお父さんと一

緒にしたい｡｣ と振 り返 りカー ドに

記述 し,家族の健康 も考え自分一人

より家族で励まし合って実践 した方

が持続 して実践できると考えた涼子

さん｡本当にできているか素直に振

り返 り,現実味のある課題か見極め,

健康によいことを実践続けてしてい

こうとする前向きな姿である｡

Ⅲ 成果と課題

1.成果

の気持ち ~ の気持ち..1(Oでかこもう

A:もht耳†ラメIV2つ.St..ぎーう色付fてあまりよくないよくない 食べてしナ浅.餌差たくない笹 栗野 よーい

7/ ll(金)咋 叩 ,itてL..1こqt.･(/L..ホ(Tbヨ岬りr..鮭を粘 ､泰飯 轟ぢよい少し苦しい 7/ 15(火)ヲb9-1､くmlて1 1ヾ勺. 1= 轟紺 芯､舞鶴 就 よい少し苦しい
て.†. a:̂くない 苦しい よくない 苦しい

7/12(土)Ok id 襲嶺姦ぢよい少し菅しい 7/ 16( 水)舶 tJ＼M N.T-Iaあま.りよくない 無毒章買よい
よくない 苦しい よくない 苦しい7/13(日)f=くTL.母へ一一 よい 気持ちよい 7/17( 木) i/LS.1_Lt(Itレ7,ち よい 気持ちよい

一一ヽ､こしイ7 あまりよくない,tRTおい 銅 管たよい あまりよくないI.mかい 少し気持ちよい管 :琵しい

･貯 署 甑 捕 縄 芝一子:"誓 競 誓 言三.鶴

自分の摂っているさとうの量を数値化することで,より切実感をもって健康課題をとらえるこ

とができた｡

○本音を出し合いながら長 く続ける視点で もう一度考えるこ羊で,現実味のあろ目標に見直す

涼子さんは仲間と実際の様子やその時の気持ちを伝え合わせることで,うまくいかない本音に

立ち戻 り,｢長 く続ける｡｣という視点で考え,目標を現実味のあるものに見直すことができた｡

具体的な生活習慣病の資料を提示 したことで,今の生活が将来の健康 とつながっているこを考

えることができた｡このことで,さとうを減らす生活をしなければならないと大きく子どたちが

変容 していった｡

2. 課題

○より現実味のある健康課題となり目標の再構成に向かうために,̀家族.とのかかわりをさ■らに

今回,試 しの実践の振 り返 りで,本音に立ち戻ることが大切 と考え家族の生活実態やその中で

自分はどうだったか振 り返るようにした｡このことでスムーズに家族の中で自分に立ち戻れた子

どもは,より自分の生活に密着 した現実味のある健康課題を設定できた｡しかし家族と自分のか

かわりについて目を向けさせる工夫が必要だった｡
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